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Measurement of Honeybee Activity Levels in Front of the Hive 
 

Kei NAKAMURA, Daiki MORI and Atomu SUGIMURA 
 

Malformed fruits of strawberries are caused by low activity of honeybees, a system to quantify honeybee activity 
is needed. In this study, a camera was installed in front of the hive, and the number of bees leaving and returning 
from the hive were measured using image processing based on the background subtraction method. The results were 
compared with visual measurements to confirm the effectiveness of this method. As a result, it was confirmed that 
the measurement method using image processing was as accurate as the visual measurement method. 
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1. はじめに 

イチゴの施設栽培では，花粉を運ぶポリネータ

ー（送粉者）を導入し，受粉させるのが一般的で

あり 1)，ポリネーターとしてミツバチが多く利用

されている．ポリネーターの訪花活動は，低温・

寡日照による低下や時間経過により群が衰退する

ため，ミツバチ以外の代替ポリネーターの利用 2-

4)や定期的なポリネーターの交換が必要となる．

しかし，交換のタイミングは，群の大きさや気温

により変化するため，適切な時期の把握は困難で

あり，交換が遅れると，図 1 のような受精不足に

よる受精不良果が多く発生する．また，ポリネー

ターが過剰に訪花しても，雌しべが傷つき，受精

不良果が発生する 5）．このような受精不良果の発

生は，ポリネーターの活動量の過不足に大きく影

響されるため，その把握手法が求められている． 
そこで本研究では，巣箱の出入口（以下，巣門

とする）におけるミツバチの活動量の把握を目的

とし，背景差分法による画像処理を用いてミツバ 
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図 1 受精不良果の例 
チの出巣数と帰巣数の計測を試みた．また，得ら 
れた計測結果と目視による計測結果を比較するこ

とにより，背景差分法の有効性やミツバチの活動

量に及ぼす気象条件の影響についても確認した． 
 なお，本研究はオープンイノベーション研究・

実用化推進事業（実施年度：R5～R9 年度）の一環

として行われたものであり，イチゴの受精不良果

率を 10%以内に抑えることを事業の最終目標とし

ている．本年度は，ミツバチの活動を監視するシ

ステムの開発を行った． 
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（a）模式図              （b）カメラ画像 
図 2 撮影装置の概要 

 
2. 実験方法 
2.1 撮影条件 
 本研究では，らくらく交配シリーズ（アピ株式

会社）のミツバチを用いた．撮影装置（図 2）は，

高軒高ビニール温室内（面積：5 a）に設置した．

カメラ（VIGI C340，TP-Link Systems Inc．）は，底

面に敷いた背景板から約 50cm の高さに取り付け

た．背景板には，ミツバチの死骸などが残らない

ように約 10 度の傾斜をつけた．また，カメラ撮影

は，解像度 1920×1080 pixel，フレームレート 30 fps
で行った． 

2. 2 ミツバチの活動量の計測方法 
2.2.1 背景差分法によるミツバチの検出 
 巣門前におけるミツバチを検出するために，撮

影した巣門前の映像から，背景板のみの画像にト

リミング処理を行った．次に，得られた背景板上

の領域（以下，検出域とする）に対し，背景差分

法でミツバチの検出を行った．背景差分法は，基

準とする背景と参照するフレームの差分から異な

る箇所を検出する処理である．検出対象は，ミツ

バチ以外の小さな虫を誤検出しないように，100 
pixel 以上の面積を有する移動体とした．また，時

間経過とともに付着する背景板の汚れや日照条件

の変化で映り込むビニール温室の影などの外乱を

誤検出しないように，処理するフレームの 1 フレ

ーム前から 10 フレーム前までを記録し，この 10
フレーム間の画素値の中央値から基準とする背景

を作成した． 

2.2.2 ミツバチの出巣数と帰巣数の計測 
背景差分法により検出したミツバチをトラッキ

ングすることで，出巣・帰巣したミツバチの頭数

を計測し，これらをミツバチの活動量とした．出

巣と帰巣の判定は，図 3 に示す検出域内に，巣門

を中心とした半楕円を 2 つ設定し，検出域を 3 つ

の領域に分割することで行った．これらの半楕円

の高さは，検出域の縦方向の長さ𝑥𝑥の 1/2 および

1/6 になる位置にした．また，分割した領域は，巣

門から近い順に帰巣域，停滞域，出巣域とし，ミ

ツバチが停滞域から帰巣域に移動すると帰巣（青

色），停滞域から出巣域に移動すると出巣（赤色）

とカウントした（図 4）．停滞域は，ミツバチが巣

門前で留まって飛行することがあるため，出巣や

帰巣と誤検出しないように設定した．  

 

図 3 検出域内の出巣域，停滞域，帰巣域の概要 
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図 4 出巣と帰巣の判定例 

 

2.3 背景差分法の精度検証 
 背景差分法による出巣数と帰巣数の計測精度を

検証するため，出巣数と帰巣数を目視で計測した．

目視計測では，巣箱から飛び立ったミツバチの数

を出巣数，巣箱に戻ったミツバチを帰巣数として

カウントした．ここでは，3 分間の計測を 12 回繰

り返し，同時刻における出巣数と帰巣数について

背景差分法と比較した． 

2.4 ミツバチの活動量と気象条件が及ぼす

影響 
ミツバチの巣門における 1 日の活動量を把握す

るために，連続する 3 日間の 6 時から 19 時まで

の活動を撮影し，出巣数と帰巣数を 30 分ごとに

計測した．また，気象条件がミツバチの活動量に

及ぼす影響を確認するために，表 1 に示す気象条

件で計測を実施した． 
 
表 1 気象条件（日照時間は気象庁津観測所データ 

参照） 
日付 天候 日照時間 [h] 

2024 年 4 月 23 日 雨 0 

2024 年 4 月 24 日 雨時々曇 0 
2024 年 4 月 25 日 晴 11.9 

 

3. 結果と考察 
3.1 背景差分法の精度検証 

背景差分法と目視による計測を比較した結果を

図 5 に示す．図 5 より，背景差分法と目視による

計測の間には高い相関が得られ，出巣数で決定係

数R2 = 0.91，帰巣数で決定係数R2 = 0.85となり，

特に出巣数において高い相関が確認された．出巣

数の方が高い相関が得られた要因として，ミツバ

チが巣箱から勢いよく飛び出すことで，停滞域と

出巣域の境界を複数回跨ぐことなく計測できるた

め，目視計測と同等の結果が得られたと考えられ

る．一方，ミツバチが帰巣する場合は，すぐに巣

箱に入らずに，停滞域と帰巣域の境界で停滞する

ため，目視より多く帰巣と判定され，目視との相

関が低くなったと考えられる． 
 
 

 
（a）出巣数 

 
（b）帰巣数 

図 5 背景差分法と目視による計測結果の関係 
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3. 2 ミツバチの活動量と気象条件が及ぼ

す影響 
 ミツバチの活動量を計測した結果を図 6 に示す．

図 6 より，4 月 23 日～4 月 25 日におけるミツバ

チは 7 時頃から 18 時頃まで活動している傾向に

あることが確認された．この活動時間は，岡田の

報告 7)にあるミツバチの活動を目視で記録した結

果と同様の傾向を示している．また，気象条件が

ミツバチの活動に及ぼす影響については，晴天の

4 月 25 日は，12 時 30 分が活動のピークとなり，

それ以外の時間帯についても活動量が曇雨天時よ

りも高くなる傾向が確認された．一方，日照時間

が少ない曇雨天時では，時間帯による活動量の変

動が小さく，全体的に活動量が低い傾向が得られ

た．これらは，藤原の報告 6)にある晴天時と曇雨

天時のミツバチの活動の特性と一致しており，本

手法によりミツバチの活動を推定できると考えら

れる． 
 

4. まとめ 
本研究により，以下の知見が得られた． 

1) 背景差分法と目視による計測結果から，両手法

には高い相関関係があり，画像処理による背景

差分法はミツバチの活動計測に有効であるこ

とが確認できた． 
2) 背景差分法を用いた計測結果から，ミツバチの

時間帯による活動数の変化や気象条件による

影響を把握できることが確認できた． 
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